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第280図 スクレイパー ・石包丁実測図（縮尺2/3)
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第4窒競措と遺物

外湾する。素材剥片の打点側は両面調整が施されており、こちらも刃部として利用された可能性がある。

3・4は縁辺に使用の痕跡が認められる剥片である。 3はC22グリッドで出土した。おそらく両極打撃

による縦長剥片を使用したもので、一側縁に連続する微細な剥離痕が観察される。石質はサヌカイトか。

4は方形周溝墓ST41の北溝から出土した。横長剥片の縁辺が磨耗しており、使用による痕跡と考えた

ものである。石質は頁岩とみられる。

石包丁 （第280図5~7) 全面が研磨され穿孔が施される典型的な例は認められないが、図示した

3点をこの器種として報告する。5はFl2グリッドで出土した。ほぽ全面が研磨され、刃部を画する鏑

状の稜線が端部付近に観察される。半分程度を欠損しているものと推測されるが、欠損面にも研磨がお

よんでいる。石質は細粒砂岩。 6はI15グリッドで出土した。研磨が刃縁から体部中位にとどまるもの

で、背面が自然面の剥片を素材に用いている。石質は細粒砂岩。 7は周溝建物SH8の柱穴SP1022から

出土した。片面のみ研磨されるが、端部から刃部にかけては研磨がおよんでいない。器体が非常に薄い

ことから、研磨途中で破損し、放棄されたものであろうか。石質は頁岩とみられる。

大型石包丁 （第281図1• 2) 2点を検出した。いずれも石質は細粒砂岩。 1は方形周溝墓ST24の

東溝から出土した。全体がおおよそ半月形を呈し、刃縁はやや内湾する。円礫を薄く輪切りにしたよう

な剥片を素材に用いており、片側縁から刃縁にかけて自然面を残している。 2はI12グリッドで出土し

た。長方形を呈する体部の両端上部に突起をもつ。突起は刃部側から袂るように作出され、挟りの縁辺

はつぶれが顕著である。素材には亜円礫の表皮を打ち欠いた剥片を用い、背面は自然面に広く覆われて

いる。刃部両面は研磨されたように滑らかで、刃縁にやや斜交する線状痕が顕著に認められる。

打製石斧 （第281図3~7) 8点を検出した。 3はSD326から出土した。扁平な円礫の片面端部を

集中的に加工し刃部とする。側縁にも加工はおよんでいるが、全形は素材の形状を保っている。石質は

砂岩である。4はI28グリッドで出土した。撥形を呈する打製石斧の基部で、基端部に自然面を残す。

石質はホルンフェルス。5はG30グリッドで出土した。短冊形の打製石斧で、側縁はやや内湾する。基

端部には自然面を残す。刃部は摩耗しており、縦方向の線状痕が認められる。石質は頁岩か。 6はE26

グリッドで出土した。撥形の打製石斧で縦に約1/2を欠失している。片面に自然面を広く残す。刃部は

著しく摩耗しており、縦方向の線状痕も認められる。摩耗は欠損面にもおよんでおり、欠損後も使用さ

れたことがうかがえる。石質は凝灰岩とみられる。 7も撥形の打製石斧である。I29グリッドで出土した。

片面に自然面を残す。刃部は著しく摩耗し、部分的に研磨されたような滑面をなす。縦方向の線状痕も

認められる。

磨製石斧 （第282図l~8) 9点を検出した。 l~5は太型蛤刃石斧である。1は方形周溝墓ST28

の東溝から出土した。断面がやや扁平な楕円形を呈すもので、刃部を欠失する。基端から側縁にかけ

て敲打痕が集中的に認められる。石質は閃緑岩。 2はSK126から出土した。断面が肉厚な楕円形を呈す

もので、やはり刃部を欠失する。主面と側縁に敲打痕の集中箇所が認められる。石質は安山岩。 3は

SK140から弥生前期の土器（第245図5~12)と共に出土した。裏面が基端部付近を除き平坦で、蒲鉾

形に近い断面形状をもっ。刃部のほとんどを欠失するが、右側縁のわずかな範囲に刃縁を残している。

石質は砂岩。4はST29西溝から出土した。断面が厚い凸レンズ状をなす刃部であり、右側縁から刃縁

にかけて敲打痕の集中がみられる。石質は閃緑岩。 5も刃部破片で、石質は砂岩。裏面は刃縁沿いを残

し欠失している。 6 はH29 グリッドで出土した扁平片刃石斧である。全体的に灰白色を呈し、白色•黒

色の縞模様がはいる緻密な石材を用いている。基部には広い範囲で成形時の剥離面が完全に研磨されず
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第281図 大型石包丁 ・打製石斧ほか実測図（縮尺1/3)
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